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 ブロックチェーンが、 
『愛される広告』の扉を開く『鍵』となる。

本稿では、まず、WEB 上で「消費者に能動的に『シェアされる広告』」を「愛される広
告」と定義した。その上で、IoT 社会に移行した時、この「シェアされる広告」について、

2つの仮説を導き出した。 一つは、IoT 社会では、それがスマートTV/スマホ/PC など多様なデジタルデバイス
間を P2P 通信で増殖し、広告会社の中核ビジネスに成長しうること。もう1つは、IoT が P2P 通信という分散
化の流れを加させ、広告ビジネスの「新たなルール」を創るチャンスをもたらすことである。 
　この仮説に基づいて、「シェアされる広告」を中核として広告業界を活性化させるアイデアを提言した。そ
れは分散台帳システム「ブロックチェーン」を「記録のチェーン」として活用し、「シェアされる広告」の増
殖履歴データAGR(Ad Growth Rate)を蓄積～ビッグデータ化することである。 
　AGR を実現するための「新しい座組」～ジャパン‘Connected Life’ 推進コンソーシアム～の設立を実現さ
せ、AGR が広告業界標準となったとき、各広告会社は「愛される広告」=「シェアされる広告」をその中核
ビジネスとしてフェアに競い合い、広告主を通じて「愛される広告」を消費者に 届けることができる。つま
り、ブロックチェーンは、広告業界が「愛され、シェアされる広告」の扉を社会に開く「鍵」となるのだ。
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放送ビジネスの黎明期、「広告の鬼」吉田秀雄氏は、「広告は科学と芸術の
総合である」の信念のもと、広告がマーケティングの中核の役割を担うために、
当時の最新技術であったオートメーション技術を使い、自動テレビ視聴率記録
システムの開発を実現されました。本稿は、吉田氏が成し遂げた「大きく、難
しい仕事」に想いを馳せ、「放送と通信が融合する」時代に、現代の広告人

としてなすべきことは何か、という問
いを出発点としたものです。今回の受
賞で満足することなく、論文で提言し
た「難しい仕事」にチャレンジしてみ
たいと考えています。
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